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第 3 章は、ICL-2 を用いたリングせん断試験、表層崩壊の発生・流動過程を再現する
LS-RAPID モデル、降雨流出と洪水氾濫を解析する RRI モデルを説明したうえで、それら
の手法を組み合わせた表層崩壊の発生予測法を提案している。具体的には、LS-RAPID モ
デルに必要となる土壌パラメータ(内部摩擦角、過剰間隙水圧比、粘着力など)を非排水




分布を推定する。各崩壊危険斜面で崩壊リスク (ru/ruT)が 1 に近づけば、当該斜面の崩
壊危険性が高まるという予測手法を提案している。 
 
第 4 章は、提案手法をハロン市の対象流域に適用し、以下の 5 項目の結果を示してい
る。1) ICL-2 による非排水リングせん断試験の結果、2) LS-RAPID による流域内の斜面
崩壊発生危険箇所及び堆積箇所の特定結果、3) 飽和側方流の水深を対象にした RRI モ
デルの同定結果、4) 流域内の最大浸水深に関する RRI モデルと現地調査結果との比較、
5) 2015 年 7 月の豪雨に伴う崩壊リスクの時間的変化と発生した斜面崩壊との比較であ
る。以上から、対象流域内に 6 か所の崩壊危険箇所があることを見出し、間隙水圧比が
0.15 を超えると、6 か所のうち一つの斜面で崩壊する可能性があることを明らかにして
いる。さらに、2018 年 7 月から 12 月に現地で計測した不圧地下水を RRI モデルが妥当
に再現できることを示すとともに、約 2 週間の無降雨期間後にはモデルが地下水位を過
大評価する問題も指摘している。これは RRI モデルで鉛直不飽和浸透を陽に反映してい
ないことが主な原因であると考察している。さらに、同定した RRI モデルと LS-RAPID
モデルの結果を組み合わせることにより、2015 年 7 月の豪雨によって崩壊した斜面のリ
スク指標が期間中に 1 を超えていたこと、その他の小規模な崩壊斜面でもリスク指標が





し、1 時間ごとに RRI モデルを実行するとともに、降雨予測情報をモデルに入力して、
間隙水圧比の空間分布を時々刻々予測するものである。この結果と事前に推定した崩壊


















(1) 2015 年 7 月の斜面災害を対象にしたモデル検証の結果、流域内の 3 つの斜面(計
6 か所 )が崩壊危険斜面として特定され、うち実際に 3 か所で崩壊したことが確認され
た。また、モデルの変数である間隙水圧比を 0.0～ 0.51 の範囲で変えながら解析し、








RRI モデルが地下水位の変動を適切に再現できることを明らかにした。また RRI モデ
ルが示す流域下流部の浸水域において、最大浸水深の情報を 5 地点で入手し、モデル
による計算結果と比較して、その再現性を明らかにした。 











価値あるものと認める。また、令和元年 10 月 18 日、論文内容とそれに関連した事項
について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確
認し、合格と認めた。 
 
 
